
東京湾水質解析モデルを用いた陸域汚濁負荷量
算出結果による底層DO解析結果について

資料２



陸域汚濁負荷削減検討ＷＧ 東京湾水質解析モデル構築の目的

「東京湾再生推進会議」で取りまとめられた「行動計画」に位置付けられた
改善目標（底層ＤＯを「年間を通じて底生生物が生息できる限度」にする。）
を達成するための具体的な汚濁負荷削減量や役割分担を明確化するため、東京湾の
底層ＤＯ解析モデルを構築し、行動期間内の対策実施量を踏まえ、流入負荷削減量に
関する定量的な検討を行い、行動計画期間内での水質改善効果を検証する。

目 的

陸域汚濁負荷削減検討ＷＧ 東京湾水質解析モデル（以下「東京湾水質解析モデル」
という。）を用いて
汚濁負荷量を変数として、東京湾内のＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐ、DOの変化について

将来予測を行う。
将来予測は、行動計画最終年である 平成２４年東京湾流入負荷量について行う。

（平成３６年東京湾流入負荷量による将来予測は参考）
「行動計画期間最終年」が平成２４年と比較的近い将来であるため、影響が軽微と

考えられる現象は、解析モデル上省略し、モデルを簡素化する。

陸域汚濁負荷削減検討ＷＧ 東京湾水質解析モデルで把握する事項
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東京湾水質解析モデルの概要

モデル全体構造（流況解析多層モデル＋低次生態系モデル（DOモデル組込））

① 流況解析多層モデルの概要

水平分割 グリッド形状・サイズ 正方格子 １ｋｍ×１ｋｍ
鉛直分割 直交座標系 最大１５層（１～１０層２ｍ、１１～１３層５ｍ、１４，１５層１０ｍ）

基礎方程式 「連続方程式」、「運動方程式」、「水温収支方程式」、「水質濃度収支方程式」

流動計算 近似方法→ 鉛直方向運動：静水圧近似 密度変化：Boussinesq近似
鉛直渦動粘性・拡散係数の推定→SGS乱流モデル

熱収支 「太陽からの短波放射」－「海洋からの長波放射」－「蒸発による潜熱輸送」
－「海面－大気間の顕熱輸送」

② 低次生態系モデルの概要

水質項目 植物プランクトン（クロロフィルａ）、無機態窒素（アンモニア態窒素、亜硝酸窒素
硝酸窒素）、有機態窒素（非生物体有機態窒素）、無機態リン（リン酸態リン）
有機態リン（非生物体有機態リン）、CＯＤ、ＤＯ

モデルの特徴
①生物体は植物プランクトンのみ。デトリタスは非生物体有機物とする。
②生物体有機態（窒素、リン）＋非生物体有機態（窒素、リン）＋無機態（窒素、リン）
＝全窒素、全リン
生物体COD＋非生物体有機物COD＝全COD

③ＤＯは、水面再曝気、生物体光合成、有機物分解消費、 底泥消費から計算
２
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東京湾水質解析モデル概念図



東京湾水質解析モデル 水平メッシュ分割図

環境基準点（沿岸部メッシュ）
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東京湾水質解析モデル 汚濁負荷流入地点
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東京湾水質解析シミュレーション 流入負荷量データ （河川経由）

現況（平成１６年）夏期平均

平成２４年 夏期平均

平成３６年 夏期平均
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東京湾水質解析シミュレーション 流入負荷量データ （直接流入ブロック）

現況（平成１６年）夏期平均 平成２４年 夏期平均 平成３６年 夏期平均
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底層DO分布シミュレーション結果
（H16年現況負荷量・年最低値）

底層DO分布シミュレーション結果
（H24年負荷量・年最低値）

底層DO分布シミュレーション結果
（H36年負荷量・年最低値）

・シミュレーション結果によると、陸域汚濁負荷削減対策（下水道の高度処理、合流式下水道の改善、面源負
荷削減対策等）について、これまで定量化の難しかった対策も含め、実施可能と考えられる全ての対策を総動
員することにより、平成24年度までに、底層DO濃度が0.5mg/L未満の海域がほぼ解消される。

・「東京湾再生のための行動計画」の目標は、「快適に水遊びができ、多くの生物が生息する、親しみやすく美
しい「海」を取り戻し、首都圏にふさわしい「東京湾」を創出する」ことであり、海域全体に共通して、「底層の
DO」を指標とし、目標に対する目安を「年間を通じて底生生物が生息できる限度」とされている。

・シミュレーションの結果、その最終年度である平成２４年度において、一部海域（お台場付近、千葉県市原～
袖ヶ浦沖等）で底層DO濃度が1mg/L以下となるが、海域対策等を行うことにより、底生生物の生息できる環境

を実現することが必要である。 ８



汚濁負荷流入模式図 （平成１６年〔現況〕、平成２４年 年最低値）
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鶴見川
20,600
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江戸川
52,400
16,600
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養老川
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336

小櫃川
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161

小糸川
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流入河川名
ＣＯＤ(kg/日)
総窒素(kg/日)
総リン(kg/日)

凡例

多摩川
34,700
20,500
1,680

東京都
（直接流入）
38,900
40,400
3,520

千葉県
（直接流入）
60,700
34,500
2,560

荒川
77,600
34,800
2,690

中川・綾瀬川
68,400
25,200
2,360

神奈川県
（直接流入）
24,200
16,400
1,880

平成平成2424年年
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ＣＯＤ(kg/日)
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総リン(kg/日)

凡例

多摩川
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東京都
（直接流入）
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35,200
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千葉県
（直接流入）
55,400
32,900
2,300
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31,100
2,300
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2,050
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（直接流入）
24,000
19,400
1,880

９


